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西部地区社協

地域の方と子供たちと一緒に
お正月あそびで交流会

中央地区社協

中学校JRC委員と地域の方との交流会

南部地区社協

保育園児と地域の方との交流会

北部地区社協

地域の方と介護教室「元気アップ講座」で
健康づくりに挑戦

中央東地区社協

高齢者や障がいのある方、子供たちと一緒に
手作りのクリスマスパーティーを開催

東部地区社協

障がいのある方とのミニリハビリ教室では、
順番に紙一面に色塗り体験

地域福祉の活動拠点である各地区社協では、
　　　　　　地域に応じて様々な活動を展開しています。

あなたのまちの地区社協

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

地域が元気　！地域が元気　！地域が元気　！
 6地区エリアで

「地域づくり」に取り組んでいます

平成20年3月25日  第73号
発  行……社会福祉法人

鎌ケ谷市社会福祉協議会
〒273-0195
鎌ケ谷市新鎌ケ谷2-6-1
総合福祉保健センター5F
TEL.047-444-2231
FAX.047-446-4545

鎌ケ谷

社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせる人に優しいまちづくりを目
指し、「安心と互助」の文化の構築に向けて、各地区社協が主体となり、「隣
り近所の支えあい、見守り合い」活動を進めています。地域の皆さまが、地
区社協活動に関心をいただくことで、地域内での仲間づくりやネットワーク
が広がり、さらに地域社会全体を活性化する原動力・地域力につながってい
きます。皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。



平成19年10月1日～12月31日までの3ヶ月間「赤い羽
根共同募金運動」が実施されました。自治会、学校、企業などの
皆さまのご協力により、8,503,935円の募金が集まりまし
た。ご協力ありがとうございました。このうち約40％が広域
配分として県内の民間社会福祉施設や福祉団体に、約60％が
地域配分として社会福祉協議会に翌年度配分されます。

戸別（26自治体）

学校（市内15校　小・中・高）

法人（商店等　319件）

職域

その他（個人・団体）

7,080,873円

167,109円

1,077,500円

64,145円

114,308円

募金総額 8,503,935円

平成19年12月1日～12月31日までの1ヶ月間「歳末たす
けあい募金運動」が実施されました。自治会、企業などの皆さ
まのご協力により、4,365,186円①の募金が集まりました。
ご協力ありがとうございました。これらの募金は、市内の要援
護者世帯や福祉施設などに配分され活用されています。平成
19年度の使いみちは下記②のとおりです。

要
援
助
者

市
民
入
所

施
設

合　　計 3,935,000円

区　分
一般世帯
ひとり親世帯
高齢者世帯
一人暮らし高齢者
養護老人ホーム
児童福祉施設

配分額
875,000円
1,825,000円
150,000円
340,000円
90,000円
120,000円

区　分
小規模作業所等
職親登録者
福祉健康フェア
ミニデイサービス
肢体不自由児団体
障がい者団体

配分額
200,000円
25,000円
160,000円
50,000円
50,000円
50,000円

そ
の
他

市内
②

戸別（26自治会）

法人（商店等　1件）

職域

その他（個人・団体等）

前年度繰越金

4,047,522円

5,000円

12,781円

299,883円

3,185,383円

募金総額 7,550,569円
①

赤い羽根共同募金

歳末たすけあい募金

不
要
入
れ
歯
の

回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

入
れ
歯
の
金
属
に
は
、

地
球
上
に
わ
ず
か
し
か
存

在
し
な
い
貴
金
属
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
多
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
取
り

出
し
た
貴
重
な
資
源
を
ゴ

ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
う

の
は
非
常
に
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
す
。

回
収
さ
れ
た
入
れ
歯
の

金
属
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
そ
の
益
金
の
う
ち

各
々
40
パ
ー
セ
ン
ト
が
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
社
会

福
祉
協
議
会
で
福
祉
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
場
所

●
市
役
所

　

正
面
玄
関
ホ
ー
ル

●
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

窓
口

●
中
央
・
中
央
東
・
南
部
・

東
部
・
西
部
・
北
部
の

各
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
作
業

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

鎌
ケ
谷
市
福
祉
作
業
所
友
和
園

鎌
ケ
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
指
定
管
理
施
設
、
福
祉
作
業

所
友
和
園
で
行
っ
て
い
る
作
業

の
ひ
と
つ
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
（
ア
ル
ミ
缶
回
収
）
が
あ
り

ま
す
。
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
タ
ウ
ン

鎌
ケ
谷
な
ど
、
事
業
所
に
出
向

き
回
収
さ
せ
て
頂
く
ほ
か
、
直

接
作
業
所
へ
持
ち
込
ん
で
く
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
は
、
利
用

者
と
職
員
が
機
械
で
板
状
に
圧

縮
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
引

き
渡
し
ま
す
。
直
接
持
ち
込
み

は
大
歓
迎
で
す
の
で
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
方
が
日
常
生
活
で

お
困
り
の
と
き
に
「
利
用
会
員
」

と
な
り
、
地
域
の
な
か
か
ら
参
加

し
た
「
協
力
会
員
」
が
家
事
援
助

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
提
供

す
る
会
員
制
の
相
互
扶
助
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
協
力
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
活
動
内
容

食
事
の
し
た
く
、
後
片
づ
け
・
洗

濯
・
掃
除
、
片
づ
け
・
布
団
干
し
・

買
い
物
の
援
助　

な
ど

無
理
な
く
出
来
る
範
囲
で
活
動

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
関
心
を
お

持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

福祉作業所友和園（中央 2-21-30）　電話 445-7777

平
成
20
年
2
月
25
日
よ
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所
所
在
地
の
住
居

表
示
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

■
新
住
所

〒
２
７
３
ー

０
１
９
５

鎌
ケ
谷
市
新
鎌
ケ
谷

二
丁
目
６
番
1
号

住
居
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

鎌ケ谷市社会福祉協議会のホームページアドレス　WWW.kamagayashakyo.com

ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
募
集

あ
な
た
の
力
で
鎌
ケ
谷
を
や
さ
し
い
ま
ち
に



◇この広報紙は一部共同募金の配分金によって発行されています◇

身近にできる防災対策（外出編 その2）

大地震大地震その時あなたはどうする災害
ひとくちメモ
シリーズ●3

名　前
NPO法人 日本入れ歯リサイクル協会
鎌ケ谷市陶芸クラブ
ビッグボスシバザキ㈱
鎌ケ谷市スポーツダンス協会
鎌ケ谷市農業士等協会
（故）石川　博
鎌ケ谷市民謡連合会
鎌ケ谷手工芸連盟
富岡おもと会
現代尺八栄峰会

寄付先
社協
社協
社協
社協
社協
社協
社協
社協
社協
社協

金額・品名
332,774円
20,000円
125,150円
36,181円
10,000円
5,360円
16,217円
16,970円

7,198円・ぞうきん70枚
15,000円

名　前
皮革手芸クラブ
縄文の会
全建総連千葉建設労働組合鎌ケ谷支部
南初富連合自治会
ニッポー㈱
竹林庭
鎌ケ谷市商工会青年部
第一生命労働組合船橋支部
大仏商店会
明治安田生命労働組合

寄付先
東部地区社協
東部地区社協
社協

友愛ボランティア
かまがやふれあい冬まつり

社協
社協
社協
社協
社協

金額・品名
5,000円
5,000円
20,000円
80,000円
菓子464個
20,000円
35,000円
90,034円
15,600円

ぞうきん325枚

平成19年10月16日～平成20年2月15日
（敬称略・順不同）ありがとうございました

①地下鉄等の乗り物の中…急停車することがあるので、つり革や手すりにしっかり
とつかまり、駅員や乗務員の指示に従いましょう。他の電車がやってくる危険性
があるため、不用意に車外には飛び出さないようにしましょう。
②劇場・映画館…天井からの落下に注意し、鞄、バックなどで頭を守り、シートの
間などに身を寄せて体を守りましょう。劇場や映画館の客席は柱がなく広い空間
になっているため天井落下の危険性があります。あわてて非常口に殺到すると将
棋倒しになる危険性があるので、声をかけあい、落ち着いて行動しましょう。
③自動車を運転中…急ブレーキはかけず、少しずつスピードを落としましょう。交差点を避けて左側に寄せて
エンジンを止めましょう。カーラジオで地震情報を聞きましょう。避難する場合は、火災を引き込まないよ
うに窓を閉めてエンジンキーをつけたまま、ドアをロックしないで地域の人々と行動を共にしましょう。
④街の中…繁華街、ビル街で地震に遭遇した場合には、落下物から身を守るようにしましょう。落下物は建物
の真下から、ビルの高さの半分くらいの距離まで落ちてくる危険があります。繁華街では、看板やガラスの
破片などが落ちてくる可能性が高いので、鞄などで、頭を守りながら、近くの広場に避難しましょう。新し
いビルは耐震性が期待できるので落下物のおそれがあるときはビル内に避難しても良いでしょう。塀や自動
販売機、電柱など地震で傾いたり、倒れやすいものには近づかないようにしましょう。
⑤デパートやスーパー…商品棚からの落下物、陳列棚や大型商品の転倒に気をつけましょう。頭を守るバッグ
がない場合は、スーパーのかごなどで頭を守りましょう。

学生ボランティア「ほっとステーション」が
内閣府善行青少年表彰受賞
市内に住む小学生から大学生まで23人の学生で構成される、鎌ケ谷市学生ボランティア「ほっとステー
ション」が、平成19年度内閣府善行青少年表彰を受けました。
内閣府善行青少年表彰とは、継続的に善行を行った青少年の
うち顕著な功績があった個人及び団体に対し、内閣府特命担当
大臣が表彰するもので、団体部門では全国で19団体が表彰を受
けました。都内での表彰式には代表の関根崇さん（鎌ケ谷第二
中学校3年）が出席しました。
学生ボランティアは、「ハンディのある人にやさしい心を届
けたい」をモットーに、平成2年4月から活動を開始し、以来
17年間にわたって障がいがある人との交流や福祉イベントへの
協力などの活動を行っています。
現在は、4月に企画している「春のきらりコンサート」に向け
て、準備を進めているところです。 ▲学生ボランティア「ほっとステーション」のメンバー

おめでとう
ございます

！



●使用済切手
●花の種
きんぎょ草の会・
麦の会（花作りの
ボランティア）で
使います
●タオル
福祉施設などで使
います

めて
います。集 学生ボランティア

「ほっとステーション」企画第7回
お知らせ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
中
！

今年のテーマは「負けないで」です。お気軽にお越しください。

通信
総合福祉保健センター5F

問い合わせ／TEL（442）2940　FAX（446）4545　開所時間／月～金曜日［午前9時～午後4時］

募集人数／20名 ※講座修了後、災害救援ボランティアとして登録をお願いします。
申込締切／5月9日㈮　申込先／ボランティアセンター
■講座内容（予定）
●第1回　5月12日㈪　13：30～15：30
会場　総合福祉保健センター 5階団体活動室
講演　「災害から命を守る」
講師　竹内久子氏

（千葉県婦人防火クラブ連絡協議会会長）

●第2回　5月27日㈫　9：00～12：00
普通救命講習（3時間コース）
ＡＥＤ「自動体外式除細動器」の取扱いを含む
●第3回　6月2日㈪　9：00～15：30
午前「防災体験」千葉県西部防災センター
午後「鎌ケ谷市の防災の現状について」

総合福祉保健センター 6階大会議室

 平成２０年度

災害救援ボランティア養成講座募集
防災に関する知識を学び防災リーダーに。地域力を高めよう。

日時　平成20年4月20日㈰　10：00〜12：30
会場　総合福祉保健センター ６階大会議室
対象　どなたでも

（事前申込不要・直接会場へお越しください）
定員　200名
出演　高村美穂子・生活の丘 梨の木工房・鎌ケ谷

チルチルグリークラブ・鎌ケ谷市立第二中
学校吹奏楽部　ほか

や
ろ
う
会
で
は
、
市
内
の
福

祉
施
設
や
保
育
園
等
で
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま

す
。も

く
せ
い
園
で
の
洗
濯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
10
年
前
の
創
立

以
来
続
い
て
い
る
活
動
の
ひ
と

つ
で
、
休
日
の
午
前
8
時
〜
12

時
の
間
、
洗
濯
機
（
家
庭
用
5

台
・
大
型
1
台
）、
大
型
乾
燥

機
2
台
で
施
設
利
用
者
の
衣
類

を
洗
濯
し
ま
す
。
乾
い
た
も
の

は
名
前
の
あ
る
棚
（
昔
の
学
校

の
下
駄
箱
と
同
じ
）
に
分
類
し

て
入
れ
ま
す
。
最
も
難
し
い
の

は
、
名
前
の
位
置
を
覚
え
、
靴

下
の
左
右
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

す
。会

員
数
は
現
在
23
名
。
会
員

の
多
く
は
多
芸
多
趣
味
で
、
い

南
台
五
光
福
祉
協
会

も
く
せ
い
園

地
域
交
流
担
当　

小
室
光
司

も
く
せ
い
園
の
利
用
者
の

洗
濯
を
、土
曜
・
日
曜
に
「
や

ろ
う
会
」
の
皆
さ
ま
に
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
70
名
の

利
用
者
が
生
活
す
る
入
所
施

設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一

日
の
洗
濯
物
の
数
も
多
く
、

洗
濯
・
乾
燥
を
し
、
そ
れ
を

利
用
者
個
々
の
ロ
ッ
カ
ー
に

仕
分
け
を
す
る
と
い
う
大
変

な
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を

通
し
暑
い
日
も
寒
い
日
も
、

責
任
を
も
っ
て
利
用
者
の
洗

濯
に
取
り
組
ま
れ
る
姿
に
尊

敬
の
念
を
抱
き
、
職
員
を
代

表
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ろ
ん
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す

が
、
忙
し
い
中
で

も
や
ろ
う
会
の
活

動
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。 や

ろ
う
会　

西
村 

豊
一


